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17 ラインホールド・ニーバーの思想の今日性

ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
の
思
想
の
今
日
性

佐
久
間　
　

重

は
じ
め
に

本
論
は
、
二
〇
一
三
年
二
月
八
日
に
聖
学
院
大
学
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
研
究
所
で
行
っ
た
「
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
の

思
想
の
今
日
性
」
と
い
う
題
の
講
演
内
容
に
加
筆
、
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
）
1
（

。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
民
主
党
の
大
統
領
が
誕
生
す
る
と
、
自
ら
の
政
策
の
理
念
の
源
泉
と
し
て
、
度
々
ニ
ー
バ
ー
思
想
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

き
て
い
て
、
こ
の
こ
と
は
オ
バ
マ
大
統
領
に
も
当
て
は
ま
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
個
々
の
政
策
の
ど
れ
が
、
ニ
ー
バ
ー
思
想
の
反
映
で
あ
る
か

を
探
る
こ
と
よ
り
も
、
ニ
ー
バ
ー
の
世
界
観
や
社
会
観
を
政
治
家
が
受
容
し
て
い
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
有
益
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
は
、

実
践
的
な
こ
と
を
追
求
す
る
社
会
で
あ
る
が
、
実
践
的
で
あ
ろ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
理
念
を
求
め
る
社
会
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
社
会

の
政
治
家
は
、
実
践
的
な
要
素
と
理
念
的
な
要
素
を
持
つ
ニ
ー
バ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
の
思
想
に
惹
か
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

本
論
で
は
、
ま
ず
、
ニ
ー
バ
ー
の
生
涯
を
ア
メ
リ
カ
社
会
の
動
き
と
対
応
さ
せ
て
概
観
す
る
こ
と
に
す
る
。
次
に
、
ニ
ー
バ
ー
思
想
が
現

在
の
ア
メ
リ
カ
で
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
、
マ
ッ
ク
・
マ
コ
ー
ク
ル
と
ロ
ビ
ン
・
ラ
ヴ
ィ
ン
の
論
述
に
従
っ
て
明
ら
か
に
す
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る
こ
と
に
す
る
。
政
治
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
あ
る
マ
コ
ー
ク
ル
は
、
ニ
ー
バ
ー
思
想
を
政
治
的
な
論
述
に
焦
点
を
当
て
て
そ
の
二
面
性
を
論

じ
る
が
、
預
言
者
的
側
面
も
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
の
で
、
今
後
の
再
評
価
や
修
正
に
十
分
値
す
る
ア
メ
リ
カ
の
思
想
的
遺
産
と
い
え
る
も

の
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
神
学
教
授
で
あ
る
ラ
ヴ
ィ
ン
は
、「
希
望
」、「
審
判
」、「
責
任
」
と
い
う
言
葉
で
ニ
ー
バ
ー
思
想
を
分
析
し
て

い
る
。
ニ
ー
バ
ー
思
想
に
は
、
現
実
主
義
的
で
あ
ろ
う
と
し
た
た
め
に
一
般
の
社
会
運
動
に
希
望
を
与
え
る
よ
う
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、

自
ら
の
歴
史
上
の
行
動
の
意
味
は
神
の
審
判
に
任
せ
て
、
現
実
社
会
で
は
責
任
を
持
っ
た
行
動
を
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
見
ら
れ
る
、
と
し

て
い
る
。
ニ
ー
バ
ー
の
社
会
観
を
考
え
る
上
で
は
、
ニ
ー
バ
ー
が
正
義
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
、
こ
れ
を
最
後
に
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
1
）
ニ
ー
バ
ー
の
生
涯
と
ア
メ
リ
カ
社
会

ニ
ー
バ
ー
が
、
ア
メ
リ
カ
社
会
を
代
表
す
る
思
想
家
と
し
て
今
日
で
も
多
く
の
人
に
引
用
さ
れ
る
の
は
、
神
学
者
と
し
て
の
枠
内
に
留
ま

る
こ
と
な
く
、「
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
」
の
立
場
か
ら
、
折
々
の
社
会
問
題
に
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
提
言
を
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

彼
の
「
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
」
を
敢
え
て
簡
潔
に
述
べ
る
と
す
る
と
、
人
間
の
理
性
の
可
能
性
を
受
け
入
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
過
度
に

依
存
す
る
こ
と
な
く
、
社
会
の
中
で
行
動
し
、
行
動
の
正
否
に
は
神
の
審
判
を
謙
虚
に
仰
ぐ
、
と
い
う
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
現

実
社
会
、
ニ
ー
バ
ー
に
と
っ
て
は
ア
メ
リ
カ
社
会
が
思
想
の
背
景
と
し
て
重
要
な
も
の
に
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
ニ
ー
バ
ー
が
生
き

た
ア
メ
リ
カ
社
会
を
概
観
す
る
こ
と
に
す
る
。

ニ
ー
バ
ー
は
、
一
八
九
二
年
六
月
二
一
日
に
ミ
ズ
ー
リ
州
ラ
イ
ト
市
で
生
ま
れ
、
一
九
一
五
年
イ
ェ
ー
ル
神
学
校
を
卒
業
し
て
、M

.A
.

を

取
得
し
、
一
九
一
五
年
か
ら
一
九
二
八
年
ま
で
デ
ト
ロ
イ
ト
市
ベ
セ
ル
教
会
で
牧
師
と
し
て
の
経
歴
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
一
九
二
八
年
か

ら
一
九
六
〇
年
ま
で
ユ
ニ
オ
ン
神
学
校
教
授
と
し
て
、
自
ら
の
思
想
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
間
、
ア
メ
リ
カ
社
会
は
、
急
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速
に
資
本
主
義
に
基
づ
く
工
業
化
社
会
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
。
特
に
デ
ト
ロ
イ
ト
時
代
に
は
、
自
動
車
産
業
の
急
成
長
と
、
労
働
者
の
過

酷
な
生
活
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
か
ら
派
生
し
た
社
会
進
化
論
は
、
資
本
主
義
的
競
争
を
擁
護
し
、
産
業
化
社
会

を
理
論
的
に
裏
付
け
た
。
社
会
が
急
成
長
す
る
に
伴
い
、
様
々
な
社
会
問
題
が
顕
在
化
し
た
が
、
人
間
の
理
性
に
よ
り
社
会
問
題
を
解
決

で
き
る
と
さ
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
神
学
で
も
人
間
の
理
性
を
信
頼
す
る
リ
ベ
ラ
ル
神
学
が
興
隆
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
ニ
ー
バ
ー

は
、
社
会
問
題
の
合
理
的
な
解
決
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
、
当
時
の
非
暴
力
的
な
社
会
改
革
運
動
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル

（Social G
ospel

）
運
動
と
は
一
線
を
画
し
た
。
人
間
の
理
性
に
基
づ
く
リ
ベ
ラ
ル
神
学
に
対
抗
し
て
、
そ
の
後
、
人
間
の
原
罪
に
焦
点
を

当
て
た
新
正
統
主
義
（N

eo-O
rthodoxy

）
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
二
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
経
済
の
膨
張
は
、
実
体
経
済
を
遙
か
に
上
回
る
規
模
と
な
っ
て
い
て
、
脆
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
、
株

の
購
入
熱
が
高
ま
り
、
株
価
は
高
騰
し
た
が
、
下
落
に
転
じ
る
と
そ
の
傾
向
は
加
速
し
て
し
ま
い
、
一
九
二
〇
年
代
末
に
は
大
恐
慌
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
当
時
の
フ
ー
ヴ
ァ
ー
政
権
が
有
効
の
政
策
を
実
行
で
き
ず
、
一
九
三
二
年
の
大
統
領
選
挙
で
F
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
当

選
し
、
公
共
投
資
と
規
制
を
柱
と
す
る
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
打
ち
出
し
、
景
気
回
復
を
図
っ
た
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
当
初
、
ニ
ュ
ー
・

デ
ィ
ー
ル
政
策
の
有
効
性
に
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
、
ニ
ー
バ
ー
は
、
道
義
的
な
人
間
が
住
む
社
会
が
必
ず
し
も
道
義
的
で
は
な
い
こ

と
を
説
くM

oral M
an and Im

m
oral Society 

を
出
版
し
て
、
社
会
的
罪
悪
に
焦
点
を
当
て
た
。

大
恐
慌
後
の
世
界
的
な
経
済
の
混
乱
の
中
で
、
ド
イ
ツ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
年
、
ニ
ー
バ
ー

は
、
当
代
を
代
表
す
る
知
識
人
と
し
て
評
価
さ
れ
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
で
ギ
フ
ォ
ー
ド
・
レ
ク
チ
ャ
ー
（G

ifford Lectures

）
を
行
い
、

こ
の
講
演
内
容
は
一
九
四
三
年
のT

he N
ature and D

estiny of M
an 

と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、
ニ
ー
バ
ー
の
代
表
的
著
作
と
な
り
、

ニ
ー
バ
ー
思
想
の
核
心
が
著
さ
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
原
罪
観
に
基
づ
き
、
歴
史
の
中
に
は
人
間
行
動
の
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ

に
は
限
界
が
あ
り
、
そ
れ
を
救
う
神
の
恵
み
を
説
い
た
。
こ
の
見
方
が
ニ
ー
バ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
の
中
核
と
な
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
戦
線
に
お
け
る
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
敗
北
が
目
前
と
な
っ
た
一
九
四
四
年
にT

he C
hildren of Light and the C

hildren of D
arkness 

を
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出
版
し
た
。
人
間
の
罪
悪
を
冷
徹
に
受
け
入
れ
る
ナ
チ
ス
を
「
闇
の
子
」
と
見
な
し
、
人
間
の
利
益
を
律
法
の
下
に
置
こ
う
と
す
る
民
主
主

義
や
社
会
主
義
の
社
会
を
「
光
の
子
」
と
し
た
が
、
民
主
主
義
と
社
会
主
義
の
対
立
を
予
見
し
た
。
第
三
次
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ト
政
権
の
副
大
統

領
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ォ
レ
ス
（H

enry W
allace

）
は
、
ソ
連
と
の
協
調
が
可
能
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
た
が
、
ニ
ー
バ
ー
は
ソ
連
と
の
対
立

が
不
可
避
で
あ
る
こ
と
を
確
信
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
以
後
、
ニ
ー
バ
ー
の
視
点
は
、
次
第
に
国
際
政
治
に
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。第

二
次
世
界
大
戦
後
に
米
ソ
の
冷
戦
が
始
ま
る
と
、
ト
ル
ー
マ
ン
の
民
主
党
政
権
の
外
交
政
策
の
理
論
的
裏
付
け
と
し
て
、
社
会
主
義

が
人
間
の
意
志
に
よ
る
社
会
構
築
を
目
指
す
自
惚
れ
を
示
し
て
い
る
と
批
判
す
る
ニ
ー
バ
ー
思
想
が
活
用
さ
れ
た
。
特
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
・

F
・
ケ
ナ
ン
（G

eorge F. K
ennan

）
は
、
ニ
ー
バ
ー
の
考
え
方
を
自
ら
の
共
産
主
義
封
じ
込
め
政
策
の
理
論
的
支
柱
に
し
て
、
ニ
ー
バ
ー

を
「
我
々
全
て
の
父
」“the father of us all ”

と
呼
ぶ
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
政
権
が
民
主
党
か
ら
共
和
党
に
移
ろ
う
と
し
て
い
た
、

一
九
五
二
年
にT

he Irony of A
m

erican H
istory 

が
出
版
さ
れ
、
そ
の
中
で
、
ニ
ー
バ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
の
理
想
主
義
の
中
に
あ
る
無
意

識
の
自
惚
れ
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

一
九
五
〇
年
代
末
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
社
会
が
抱
え
て
い
た
諸
問
題
が
顕
在
化
し
て
き
た
。
そ
の
一
つ
が
黒
人
へ

の
人
種
差
別
の
問
題
で
あ
っ
た
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
黒
人
人
種
差
別
撤
廃
運
動
に
関
し
て
、
こ
の
運
動
が
先
鋭
化
す
る
こ
と
を
危
惧
し
て
、
消

極
的
な
対
応
を
し
た
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
一
九
六
〇
年
に
ユ
ニ
オ
ン
神
学
校
を
退
官
し
て
、
ア
メ
リ
カ
思
想
の
最
前
線
か
ら
退
い
た
。
そ
ん
な

中
で
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
が
誕
生
し
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
活
性
化
に
期
待
が
か
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
民
主
党
政
権
は
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
へ
の
介
入
を
強
め
て
い
っ
た
。
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
の
泥
沼
化
に
伴
い
、
ア
メ
リ
カ
の
国
内
で
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
介
入
に
つ
い
て
の
世
論

は
賛
否
に
分
か
れ
、
そ
の
溝
は
大
き
く
な
っ
た
。
こ
こ
で
、
ニ
ー
バ
ー
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
に
つ
い
て
の
反
対
の
主
張
を
し
て
い
た
が
、

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
で
の
ア
メ
リ
カ
の
敗
北
が
濃
厚
に
な
っ
た
一
九
七
一
年
に
ニ
ー
バ
ー
は
、
人
生
の
幕
を
閉
じ
た
。

ニ
ク
ソ
ン
政
権
以
降
、
ア
メ
リ
カ
で
共
和
党
政
権
が
続
く
と
、
ニ
ー
バ
ー
思
想
が
社
会
思
想
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
が
減
少
し
て
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い
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
南
米
で
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
を
政
治
闘
争
と
し
て
説
く
解
放
の
神
学
（Liberation 

T
heology

）
が
注
目
さ
れ
る
と
、
ニ
ー
バ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
も
現
状
肯
定
の
穏
健
な
考
え
方
に
映
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
九
八
〇

年
の
大
統
領
選
挙
で
R
・
レ
ー
ガ
ン
が
選
出
さ
れ
た
が
、
社
会
の
伝
統
的
な
価
値
観
や
倫
理
観
を
主
張
す
る
ジ
ェ
リ
ー
・
フ
ァ
ル
ウ
ェ
ル

（Jerry Falw
ell

）
のM

oral M
ajority

の
影
響
力
が
拡
大
し
て
い
っ
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
原
理
主
義
が
多
く
の
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
、

ニ
ー
バ
ー
思
想
へ
の
関
心
が
薄
れ
た
。

ブ
ッ
シ
ュ
共
和
党
政
権
下
で
湾
岸
戦
争
を
経
験
し
、
そ
の
後
の
ク
リ
ン
ト
民
主
党
政
権
の
時
代
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
が
到
来
す
る

一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
の
間
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
文
化
的
側
面
を
強
調
す
るPostliberal T

heology 

が
興
隆
し
て
い
っ
た
。
そ
の

代
表
的
な
神
学
者
が
ス
タ
ン
レ
ー
・
ハ
ワ
ー
ワ
ス
（Stanley H

auerw
as

）
で
あ
る
。
聖
書
の
言
葉
を
重
視
し
て
、
実
生
活
の
中
で
そ
れ
を

実
践
し
よ
う
と
す
る
立
場
の
人
達
の
視
界
か
ら
は
、
人
間
の
能
力
の
限
界
を
説
く
ニ
ー
バ
ー
の
神
学
は
、
遠
ざ
か
っ
て
行
く
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
の
情
報
化
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
の
が
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
の
同
時
多
発
テ
ロ
の
発
生
で
あ
っ
た
。

大
惨
事
に
直
面
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
世
論
は
、
ア
ル
カ
イ
ダ
へ
の
軍
事
攻
撃
容
認
一
辺
倒
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
ア
ル
カ
イ
ダ
と
イ
ス
ラ
ム
教

と
の
関
連
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
社
会
で
の
キ
リ
ス
ト
教
の
役
割
が
注
目
さ
れ
た
。
情
報
化
社
会
の
中
で
金
融
資
本
主
義
が
急
速
に
拡
大
し
て
い

る
中
で
、
二
〇
〇
七
年
に
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
の
不
良
債
権
化
問
題
が
発
端
と
な
っ
て
二
〇
〇
八
年
九
月
に
は
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

社
が
破
産
し
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
世
界
的
な
経
済
不
安
を
も
た
ら
し
た
。
こ
こ
で
、
金
融
工
学
（Financial E

ngineering

）
が
持

つ
合
理
主
義
の
限
界
が
露
呈
さ
れ
た
。

経
済
不
安
が
広
ま
っ
た
二
〇
〇
八
年
の
大
統
領
選
挙
で
、
民
主
党
の
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
（B

arack O
bam

a

）
が
大
統
領
に
選
出
さ
れ
た
。

オ
バ
マ
大
統
領
は
、
上
院
議
員
時
代
の
二
〇
〇
七
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
の
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
だ
っ
た
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ブ
ル
ッ
ク

ス
（D

avid B
rooks

）
の
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
、
ニ
ー
バ
ー
を
自
ら
の
好
み
の
哲
学
者
の
一
人
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
）
2
（

。
財
政
赤
字

や
ア
フ
ガ
ン
へ
の
介
入
、
国
際
的
な
政
治
的
、
経
済
的
不
安
定
さ
な
ど
の
難
問
に
ア
メ
リ
カ
が
い
か
に
対
応
す
べ
き
か
を
考
え
た
と
き
に
、
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オ
バ
マ
氏
に
と
っ
て
は
、
ニ
ー
バ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
現
実
主
義
の
思
想
が
大
き
な
指
針
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い

て
宗
教
、
特
に
キ
リ
ス
ト
教
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
な
倫
理
観
が
希
薄
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
が
、
二
〇
一
二
年
の
大

統
領
選
挙
で
は
共
和
党
の
ミ
ッ
ト
・
ロ
ム
ニ
ー
（M

itt R
om

eney

）
候
補
が
モ
ル
モ
ン
教
徒
で
あ
る
こ
と
が
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
も
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
宗
教
の
役
割
が
依
然
と
し
て
潜
在
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
解
る
。

こ
れ
ま
で
概
観
し
た
よ
う
に
、
ニ
ー
バ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
が
一
つ
の
国
家
と
し
て
成
長
し
、
国
際
政
治
の
場
で
主
導
権
を
発
揮
す
る
よ
う

に
な
り
、
そ
し
て
、
国
家
と
し
て
内
外
の
諸
問
題
を
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
を
生
き
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
は
、
理
想
主
義
に

も
、
便
宜
的
な
現
実
主
義
に
も
傾
か
な
い
ニ
ー
バ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
の
思
想
が
有
効
性
を
発
揮
し
、
必
要
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
そ
の
時
々
の
問
題
に
提
言
を
し
て
き
た
。
そ
の
中
に
は
、
今
日
の
視
点
で
は
有
効
で
は
な
い
と
批
判
さ
れ
る
も

の
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
の
一
つ
を
と
っ
て
彼
の
思
想
の
是
非
を
判
断
す
る
こ
と
は
早
計
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
片
方
に
は
神
の

恵
み
に
よ
る
歴
史
の
意
味
を
見
出
そ
う
と
し
な
が
ら
、
片
方
で
は
そ
う
し
た
努
力
に
限
界
が
あ
る
こ
と
を
人
間
が
謙
虚
に
認
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
す
る
、
ニ
ー
バ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
は
、
多
く
の
難
問
を
抱
え
る
今
日
の
ア
メ
リ
カ
社
会
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
に
有
効

性
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
2
）
マ
ッ
ク
・
マ
コ
ー
ク
ル
に
よ
る
ニ
ー
バ
ー
思
想
の
解
釈

ニ
ー
バ
ー
思
想
の
今
日
性
に
つ
い
て
、
簡
潔
に
論
じ
て
い
る
の
が
、
マ
ッ
ク
・
マ
コ
ー
ク
ル
（M

ac M
cC

orkle

）
で
あ
る
。
彼
は
、
民

主
党
系
の
リ
ベ
ラ
ル
な
政
治
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
あ
り
、
ニ
ー
バ
ー
思
想
は
今
日
の
ア
メ
リ
カ
社
会
が
抱
え
る
問
題
の
解
決
に
大
き
な
貢
献

が
で
き
る
と
の
視
点
か
ら
論
述
を
展
開
し
て
お
り
、
こ
こ
で
そ
の
論
述
を
詳
述
す
る
こ
と
に
す
る
）
3
（

。
マ
コ
ー
ク
ル
に
よ
る
と
、
ニ
ー
バ
ー

思
想
に
つ
い
て
の
最
近
の
動
向
は
、
次
の
二
人
の
論
者
に
よ
り
最
も
顕
著
に
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
人
が
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ブ
ル
ッ
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ク
ス
（D

avid B
rooks

）
で
あ
り
、
も
う
一
人
が
ポ
ー
ル
・
エ
リ
ー
（Paul E

lie

）
で
あ
る
。
ブ
ル
ッ
ク
ス
は
、
現
在
で
は
ニ
ー
バ
ー
思

想
を
擁
護
す
る
立
場
に
変
わ
っ
て
い
る
が
、
新
保
守
主
義
者
（N

eoconservative 

以
下
ネ
オ
・
コ
ン
）
の
立
場
か
ら
発
言
し
て
い
た
頃
の

二
〇
〇
二
年
に
月
刊
誌 A

tlantic 

誌
上
で
、「
九
・
一
一
以
降
ニ
ー
バ
ー
思
想
の
復
活
が
見
ら
れ
な
い
の
は
驚
き
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大

戦
、
さ
ら
に
冷
戦
中
ニ
ー
バ
ー
は
ア
メ
リ
カ
で
最
も
深
遠
な
論
者
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
最
近
で
は
そ
う
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
た
。
一

方
、
エ
リ
ー
は
、
ニ
ー
バ
ー
の
娘
（E

lizabeth Sifton

）
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
出
版
社
（Farrar, Straus &

 G
iroux

）
で
共
同
編
集
者
を

務
め
て
い
る
リ
ベ
ラ
ル
左
派
で
、
二
〇
〇
七
年
にA

tlantic 

誌
上
で
、
ニ
ー
バ
ー
思
想
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
て
、
一
九
七
一
年
の
ニ
ー

バ
ー
死
後
、
最
も
顕
著
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

九
・
一
一
以
降
の
ア
メ
リ
カ
の
社
会
思
想
と
ニ
ー
バ
ー
思
想
と
の
関
連
を
、
マ
コ
ー
ク
ル
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
タ
カ
派
の

論
陣
は
、
ニ
ー
バ
ー
の
論
述
に
あ
る
タ
カ
派
的
特
徴
の
み
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
自
分
達
の
主
張
の
裏
付
け
と
し
て
活
用
し
、
テ
ロ
へ
の
反

撃
を
正
当
化
す
る
た
め
の
論
述
を
展
開
し
た
。
し
か
し
、
イ
ラ
ク
侵
攻
が
泥
沼
化
す
る
と
、
ニ
ー
バ
ー
が
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
中
に
見
せ
て
い

た
ハ
ト
派
姿
勢
を
好
意
的
に
解
釈
し
て
、
イ
ラ
ク
か
ら
の
撤
退
を
主
張
す
る
論
陣
が
出
て
き
た
。

イ
ラ
ク
侵
攻
直
前
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
リ
ス
ト
ル
（W

illiam
 K

ristol

）
は
、
ニ
ー
バ
ー
思
想
と
ネ
オ
・
コ
ン
思
想
を
区
別
し
て
、
冷
戦

時
代
の
ニ
ー
バ
ー
思
想
を
ソ
連
と
の
力
の
均
衡
に
固
執
し
た
だ
け
の
も
の
と
位
置
づ
け
た
。
彼
は
、
ア
ー
ヴ
ィ
ン
・
ク
リ
ス
ト
ル
（E

rvin 

K
ristol

）
の
息
子
で
、W

eekly Standard 

誌
内
で
は
ブ
ル
ッ
ク
ス
の
上
司
に
あ
た
り
、
ネ
オ
・
コ
ン
思
想
の
生
み
の
親
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ブ
ル
ッ
ク
ス
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
の
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
に
転
職
し
た
後
は
、
親
ニ
ー
バ
ー
の
立
場
に
転
向
し
て
、
ネ
オ
・
コ
ン
の

イ
ラ
ク
侵
攻
擁
護
論
を
批
判
す
る
の
に
ニ
ー
バ
ー
の
言
葉
を
引
用
し
た
。
ブ
ル
ッ
ク
ス
は
、
神
学
保
守
主
義
者
（theo-con

）
と
呼
ば
れ
る

ジ
ョ
ン
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
（John R

ichard N
euhaus

）
が
取
り
上
げ
た
ニ
ー
バ
ー
の
言
葉
を
引
用
し
て
、
ニ
ー
バ
ー
思
想

を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。
テ
ロ
と
の
戦
い
を
「
光
の
子
と
闇
の
子
」
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
ニ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
の
言
葉

自
体
が
ニ
ー
バ
ー
の
著
作
名
に
基
づ
い
て
い
る
、
と
し
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
八
年
の
大
統
領
選
挙
当
時
、
オ
バ
マ
候
補
が
ニ
ー
バ
ー
思
想
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に
傾
倒
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
他
方
、
ジ
ョ
ン
・
マ
ケ
イ
ン
共
和
党
候
補
も
イ
ラ
ク
強
硬
姿
勢
を
正
当
化
す
る
た
め
に
ニ
ー
バ
ー
を

引
用
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
ニ
ー
バ
ー
思
想
を
肯
定
的
に
、
ま
た
は
否
定
的
に
評
価
し
て
い
る
に
し
て
も
、
ニ
ー

バ
ー
思
想
を
ア
メ
リ
カ
の
論
者
が
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
は
、
マ
コ
ー
ク
ル
に
と
っ
て
は
望
ま
し
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
ニ
ー

バ
ー
思
想
を
正
し
く
評
価
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
の
知
的
資
産
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
繋
が
る
、
と
し
て
い

る
。マ

コ
ー
ク
ル
は
、
今
日
、
ニ
ー
バ
ー
思
想
を
解
釈
し
て
い
る
次
の
二
人
の
人
物
を
挙
げ
、
彼
ら
の
解
釈
の
仕
方
を
論
じ
て
、
ニ
ー
バ
ー

思
想
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
一
人
は
オ
ク
ラ
ホ
マ
大
学
教
授
で
、
歴
史
学
者
で
あ
る
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
チ
ャ
ペ
ル

（D
avid C

happell

）
で
あ
り
、
も
う
一
人
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
准
教
授
で
あ
り
、N

ew
 R

epublic 

の
編
集
者
で
も
あ
る
ピ
ー
タ
ー
・

バ
イ
ナ
ー
ト
（Peter B

einart

）
で
あ
る
。
両
者
と
も
ニ
ー
バ
ー
の
遺
産
を
現
代
に
活
か
そ
う
と
し
て
い
る
が
、
ニ
ー
バ
ー
の
あ
る
時
の
言

説
を
ニ
ー
バ
ー
の
全
体
的
な
思
想
と
捉
え
よ
う
と
し
て
い
て
、
両
者
の
解
釈
に
違
い
が
出
て
き
て
い
る
。
チ
ャ
ペ
ル
は
、M

oral M
an and 

Im
m

oral Society

に
見
ら
れ
る
一
九
三
〇
年
代
の
ニ
ー
バ
ー
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
論
調
を
評
価
し
て
、
ニ
ー
バ
ー
を
預
言
者
（prophet

）
と

位
置
づ
け
る
。
他
方
、
バ
イ
ナ
ー
ト
は
、T

he Irony of A
m

erican H
istory 

に
見
ら
れ
る
一
九
五
〇
年
代
の
冷
戦
擁
護
論
調
を
評
価
し
て
、

ニ
ー
バ
ー
を
政
治
家
（statesm

an

）
と
位
置
づ
け
る
。
こ
う
し
た
二
つ
の
ニ
ー
バ
ー
解
釈
に
対
し
て
マ
コ
ー
ク
ル
は
、
ニ
ー
バ
ー
思
想
全

体
に
見
ら
れ
る
預
言
者
と
政
治
家
と
い
う
両
極
間
の
力
学
的
緊
張
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
チ
ャ
ペ
ル
に
よ
る
預
言
者
と
し
て
の
ニ
ー
バ
ー
論

マ
コ
ー
ク
ル
は
、
チ
ャ
ペ
ル
の
著
書
）
4
（

か
ら
、
キ
ン
グ
牧
師
へ
の
ニ
ー
バ
ー
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
点
を
取
り
上
げ
る
。
キ
ン
グ
牧
師

は
、
ニ
ー
バ
ー
の
原
罪
観
と
ヘ
ブ
ラ
イ
的
預
言
者
観
を
結
び
つ
け
、
信
仰
は
現
状
認
識
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
預
言
者
エ
レ
ミ
ア
の

言
葉
に
注
目
し
た
。
そ
の
点
で
、
キ
ン
グ
牧
師
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
で
は
な
く
、
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
の
預
言
的
宗
教
を
自
ら
の
行
動
の
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基
礎
に
し
て
い
た
。
ニ
ー
バ
ー
も
こ
の
伝
統
に
言
及
し
て
い
て
、
こ
の
ニ
ー
バ
ー
の
視
点
が
、
キ
ン
グ
牧
師
の
非
暴
力
運
動
の
源
泉
に
な
っ

た
、
と
い
う
の
が
チ
ャ
ペ
ル
の
主
張
で
あ
る
。

チ
ャ
ペ
ル
の
こ
う
し
た
主
張
に
対
し
て
、
マ
コ
ー
ク
ル
は
、
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
。M

oral M
an and Im

m
oral Society 

の
中
の
ニ
ー

バ
ー
思
想
を
キ
ン
グ
牧
師
の
考
え
方
に
関
連
づ
け
る
こ
と
に
は
行
き
過
ぎ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ

ル
運
動
を
批
判
し
て
い
た
が
、
こ
の
こ
と
と
キ
ン
グ
牧
師
の
考
え
方
と
に
は
関
連
性
が
な
い
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
非
暴
力
に
基
づ
く
抵
抗
を
主

張
し
た
が
、
こ
れ
は
、
絶
望
的
状
況
で
少
数
派
が
取
る
べ
き
特
殊
な
も
の
と
し
て
い
た
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
む
し
ろ
社
会
的
正
義
の
戦
い
と
し

て
マ
ル
キ
ス
ト
的
革
命
の
夢
を
提
示
し
て
い
た
。
ニ
ー
バ
ー
の
預
言
者
的
ス
タ
ン
ス
が
明
確
に
現
れ
る
の
は
、M

oral M
an and Im

m
oral 

Society 

か
ら
三
年
後
に
出
版
さ
れ
た A

n Interpretation of C
hristian E

thics 

の
中
に
お
い
て
で
あ
り
、
マ
ル
キ
ス
ト
的
枠
組
み
を
放
棄

し
て
、
預
言
的
宗
教
観
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
ニ
ー
バ
ー
の
原
罪
観
が
最
も
よ
く
現
れ
て
い
る
の
が
、T

he N
ature and 

D
estiny of M

an

とT
he C

hildren of Light and the C
hildren of D

arkness 

で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
原
罪
に
つ
い
て
は
深
く
洞
察
す
る

こ
と
な
く
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
批
判
し
て
き
た
が
、
弟
のR

ichard

の
指
摘
を
受
け
て
か
ら
修
正
を
行
い
、
新
正
統
主
義
（neo-orthodoxy

）

に
至
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
背
景
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
チ
ャ
ペ
ル
は
自
ら
の
著
作
の
中
で
、
一
九
三
〇
年
代
の
ニ
ー
バ
ー

を
、
急
進
的
な
宗
教
と
政
治
を
結
び
つ
け
た
預
言
者
的
左
派
と
し
て
位
置
づ
け
て
し
ま
っ
た
。

ニ
ー
バ
ー
を
評
す
る
左
派
の
論
者
の
中
に
は
、
チ
ャ
ペ
ル
と
同
様
の
見
方
を
し
て
、
ニ
ー
バ
ー
の
遺
産
はA

rthur Schlesinger, Jr.

の

よ
う
な
リ
ベ
ラ
ル
中
心
派
よ
り
も
、
キ
ン
グ
牧
師
に
受
け
継
が
れ
た
と
主
張
す
る
人
達
が
い
る
。
し
か
し
、
ニ
ー
バ
ー
は
、M

oral M
an 

and Im
m

oral Society 

や
他
の
著
作
の
中
で
、
革
命
へ
の
反
対
姿
勢
を
取
り
始
め
て
、
道
義
的
観
察
者
（m

oral seer

）
と
政
治
部
内
者

（statesm
an insider

）
と
の
二
つ
の
視
点
を
示
し
始
め
た
。
こ
の
姿
勢
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
職
業
と
し
て
の
政
治
と
倫
理
的

責
任
と
の
分
離
の
考
え
方
に
似
て
い
る
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
責
任
感
の
あ
る
政
治
家
を
求
め
た
が
、
ニ
ー
バ
ー
は
、
道
義
感
を
持
っ
た
政

治
家
を
求
め
た
。
西
欧
文
明
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
に
は
熟
し
て
い
な
い
と
し
て
、
最
後
に
は
政
治
が
重
要
に
な
る
。M

oral M
an and 
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Im
m

oral Society

の
中
で
は
、
革
命
へ
の
熱
意
の
必
要
性
を
説
く
が
、
議
会
政
治
を
基
盤
と
し
て
、
内
乱
の
回
避
を
図
っ
た
。
こ
れ
が
、

ニ
ー
バ
ー
が
ソ
連
よ
り
は
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
を
評
価
す
る
要
因
と
な
り
、
福
祉
政
策
を
評
価
し
た
背
景
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
マ
コ
ー
ク
ル

の
説
明
で
あ
る
。

ピ
ー
タ
ー
・
バ
イ
ナ
ー
ト
に
よ
る
政
治
家
と
し
て
の
ニ
ー
バ
ー
論

チ
ャ
ペ
ル
と
は
対
照
的
に
、
ピ
ー
タ
ー
・
バ
イ
ナ
ー
ト
は
、
ニ
ー
バ
ー
思
想
か
ら
預
言
者
的
要
素
を
取
り
除
き
、
冷
戦
時
代
の
ニ
ー
バ
ー

の
政
治
的
主
張
に
力
点
を
置
い
て
、
九
・
一
一
へ
の
対
応
の
思
想
と
し
て
ニ
ー
バ
ー
思
想
を
取
り
上
げ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
二
〇
〇
四
年
後

半
に
お
い
て
の
ニ
ー
バ
ー
思
想
の
復
活
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
四
年
の
大
統
領
選
挙
で
、
ジ
ョ
ン
・
ケ
リ
ー
が
破
れ
た
後
、

バ
イ
ナ
ー
ト
は
、N

ew
 R

epublic 

誌
上
で
、
新
し
い
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
し
て
シ
ュ
レ
ジ
ン
ジ
ャ
ー
（Schlesinger, Jr.

）
の
反
共
産
主
義
の

信
条
を
取
り
上
げ
た
。
ビ
ン
ラ
ー
デ
ン
を
冷
戦
時
代
の
共
産
主
義
者
と
同
様
と
見
な
し
た
。
バ
イ
ナ
ー
ト
の
主
張
は
、
ハ
ト
派
の
リ
ベ
ラ

ル
達
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
時
代
の
反
戦
運
動
を
乗
り
越
え
る
べ
き
だ
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
マ
コ
ー
ク
ル
は
、
バ
イ

ナ
ー
ト
が
世
界
的
戦
略
と
し
て
ネ
オ
・
コ
ン
と
同
様
の
主
張
を
し
た
の
は
間
違
い
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
バ
イ
ナ
ー
ト
に
と
っ
て
は
、
世

界
的
規
模
で
テ
ロ
と
戦
う
こ
と
が
、
米
国
内
の
民
主
主
義
的
発
展
に
貢
献
し
、
リ
ベ
ラ
ル
の
主
張
の
正
当
性
を
示
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。バ

イ
ナ
ー
ト
が
、
シ
ュ
レ
シ
ン
ジ
ャ
ー
を
引
用
し
た
こ
と
は
、
シ
ュ
レ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
知
的
指
導
者
で
あ
る
ニ
ー
バ
ー
の
言
説
へ
の
関
心

を
高
め
る
効
果
を
も
た
ら
し
た
。
米
軍
の
イ
ラ
ク
占
領
が
長
引
く
に
つ
れ
て
、
バ
イ
ナ
ー
ト
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
に
対
し
て
ニ
ー
バ
ー

が
取
っ
た
ハ
ト
派
姿
勢
に
論
点
を
移
し
た
。
バ
イ
ナ
ー
ト
は
、
そ
の
著
書
）
5
（

の
中
で
、
冷
戦
時
代
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
理
論
的
中
心
人
物
と
し

て
、
ニ
ー
バ
ー
を
論
じ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
マ
コ
ー
ク
ル
の
反
論
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
バ
イ
ナ
ー
ト
は
、
ニ
ー
バ
ー
が
冷
戦
時
代
の
リ
ベ

ラ
リ
ズ
ム
か
ら
離
脱
し
た
こ
と
に
は
触
れ
な
い
で
、
反
共
姿
勢
を
維
持
し
た
ま
ま
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
に
反
対
し
た
賢
者
と
し
て
ニ
ー
バ
ー
を
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論
じ
て
し
ま
っ
た
。
バ
イ
ナ
ー
ト
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
関
す
る
ニ
ー
バ
ー
の
発
言
を
自
分
が
理
想
と
す
る
冷
戦
時
代
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
無

理
矢
理
に
合
わ
せ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
バ
イ
ナ
ー
ト
は
、
ニ
ー
バ
ー
や
ケ
ナ
ン
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
介
入
決
定
の
際
に
は
関
与
し
て
い
な
い
と

し
て
、
ト
ル
ー
マ
ン
世
代
と
ケ
ネ
デ
ィ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
の
世
代
と
を
区
別
し
た
が
、
ケ
ネ
デ
ィ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
世
代
は
、
冷
戦
時
代
の

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
強
調
し
た
自
制
（self-restraint

）
を
忘
れ
た
傲
慢
な
人
間
が
多
か
っ
た
、と
し
た
。
バ
イ
ナ
ー
ト
の
よ
う
な
親
ニ
ー
バ
ー

の
リ
ベ
ラ
ル
左
派
は
、
ニ
ー
バ
ー
を
冷
戦
体
制
の
中
枢
か
ら
離
れ
た
位
置
に
置
こ
う
と
す
る
が
、
実
際
に
は
、
一
九
五
〇
年
代
末
に
は
ニ
ー

バ
ー
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
介
入
を
回
避
す
る
提
言
が
で
き
ず
、
黒
人
の
公
民
権
の
擁
護
を
訴
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
の
ニ
ー
バ
ー

は
、
主
張
を
変
え
た
が
、
時
代
に
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。

マ
コ
ー
ク
ル
に
よ
る
と
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
へ
の
ニ
ー
バ
ー
の
対
応
は
、
次
の
二
つ
に
な
る
。
そ
の
一
つ
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
か
ら
米
国

が
撤
退
す
れ
ば
東
南
ア
ジ
ア
が
共
産
化
す
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
。
そ
の
二
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
介
入
は
問
題
解
決
に
は
な
ら
な
い
と
し
て

一
九
六
五
年
初
頭
か
ら
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
を
批
判
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
よ
っ
て
、
ニ
ー
バ
ー
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
へ
の
態
度
に
は
一

貫
性
が
欠
如
し
た
こ
と
に
な
る
。
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
時
代
に
ニ
ー
バ
ー
が
国
務
省
の
政
策
会
議
に
招
か
れ
た
時
の
態
度
に
、
既
に
そ
の
一
端

が
見
ら
れ
た
。
結
局
、
ニ
ー
バ
ー
も
ケ
ナ
ン
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
的
で
、
東
洋
の
文
化
は
民
主
主
義
に
は
馴
染
ま
な
い
と
考
え
、
ヴ
ェ
ト
ナ

ム
の
戦
略
的
重
要
性
を
疑
っ
て
い
た
。

公
民
権
運
動
へ
の
ニ
ー
バ
ー
の
対
応
は
、
場
当
た
り
的
で
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
は
身
動
き
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

M
oral M

an and Im
m

oral Society 

の
中
で
の
急
進
的
な
主
張
と
は
異
な
り
、T

he Irony of A
m

erican H
istory 

の
中
で
は
、
米
国
を
階

級
間
の
争
い
の
な
い
国
と
し
て
認
識
し
て
、
少
数
派
の
窮
状
に
は
言
及
し
な
か
っ
た
。
一
九
五
七
年
に
キ
ン
グ
牧
師
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー

政
権
に
南
部
の
分
離
教
育
廃
止
の
た
め
の
連
邦
軍
の
介
入
を
求
め
る
文
書
を
出
そ
う
し
、
ニ
ー
バ
ー
に
賛
同
署
名
を
求
め
る
が
、
ニ
ー
バ
ー

は
そ
れ
を
拒
否
し
た
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
そ
う
し
た
圧
力
は
、
一
層
の
弊
害
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
、
賛
同
で
き
な
い
と
し
た
。
ア
ー
カ
ン

ソ
ー
州
リ
ト
ル
ロ
ッ
ク
（Little R

ock

）
へ
の
連
邦
軍
の
派
遣
を
愚
か
な
こ
と
と
し
て
批
判
し
た
。
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ニ
ー
バ
ー
の
こ
う
し
た
対
応
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
変
化
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
三
〇
年
代
の
預
言
者
的
側
面
が
再
浮
上
し
て

き
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
体
制
の
神
学
者
（theologian for the establishm

ent

）
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
次
第
に
政
権
批
判
を
強
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
を
支
持
し
、
キ
ン
グ
牧
師
の
主
張
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
六
〇
年
に
は
、

キ
ン
グ
牧
師
の
影
響
に
よ
り
自
分
の
考
え
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
一
九
六
六
年
に
は
キ
ン
グ
牧
師
を
最
も
創
造
的
な
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
と
し
て
賛
美
し
た
。
こ
う
し
た
ニ
ー
バ
ー
の
考
え
方
の
変
遷
を
捉
え
て
、
マ
コ
ー
ク
ル
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
ニ
ー
バ
ー
の
考
え
方

の
変
化
は
、M

oral M
an and Im

m
oral Society 

で
見
ら
れ
た
急
進
的
な
姿
勢
へ
の
回
帰
で
は
な
く
、
キ
ン
グ
牧
師
か
ら
の
影
響
に
よ
る

リ
ベ
ラ
ル
左
派
へ
の
転
換
で
あ
る
、
と
し
た
。
ニ
ー
バ
ー
は
、B

lack Pow
er 

や
解
放
の
神
学
に
対
抗
で
き
る
考
え
方
と
し
て
キ
ン
グ
牧
師

の
運
動
を
支
持
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
バ
イ
ナ
ー
ト
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
冷
戦
思
考
の
枠
組
み
を
ニ
ー
バ
ー
は
持
ち
続
け
て
、
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
戦
争
に
反
対
し
、
公
民
権
運
動
を
支
持
し
た
の
だ
と
し
た
。

マ
コ
ー
ク
ル
は
、
ケ
ナ
ン
と
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
に
言
及
す
る
。
ニ
ー
バ
ー
思
想
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
外
交
官
と
し
て
、「
封
じ
込
め
」

政
策
を
立
案
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
F
・
ケ
ナ
ン
が
有
名
で
あ
る
が
、
ニ
ー
バ
ー
自
身
の
ケ
ナ
ン
評
価
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
、
と
し
て
い

る
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
ケ
ナ
ン
の
著
作
を
評
価
し
た
が
、
国
家
の
利
益
を
強
調
す
る
ケ
ナ
ン
の
主
張
の
視
野
の
狭
さ
を
批
判
し
て
い
た
。
ニ
ー

バ
ー
よ
り
も
早
く
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
に
つ
い
て
は
冷
戦
的
正
統
派
思
想
か
ら
決
別
し
た
ハ
ン
ス
・
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
（H

ans M
orgenthau

）

は
、
政
治
に
お
け
る
神
学
的
視
点
の
発
展
に
貢
献
し
た
人
物
と
し
て
ニ
ー
バ
ー
を
評
価
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ニ
ー
バ
ー
思
想
の
展
開
を
概
観
し
て
、
マ
コ
ー
ク
ル
は
、
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
る
。
ニ
ー
バ
ー
の
政
治
思
想
が
預
言
者
と
政
治
家
と

の
緊
張
関
係
と
い
う
鍵
で
す
べ
て
解
け
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
も
、
ニ
ー
バ
ー
の
著
作
を
通
じ
て
こ
の
両
義
性
が
顕
著
に
な
っ
て
い

る
。
チ
ャ
ペ
ル
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
ニ
ー
バ
ー
の
急
進
的
側
面
を
強
調
し
、
バ
イ
ナ
ー
ト
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
反
共
主
義
を
一
面

的
に
取
り
上
げ
た
。
し
か
し
、
ニ
ー
バ
ー
の
「
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
」
か
ら
政
治
的
側
面
だ
け
を
取
り
上
げ
る
と
、
ニ
ー
バ
ー
思
想
の

全
体
像
は
貧
弱
な
も
の
に
な
る
。
ニ
ー
バ
ー
思
想
が
持
つ
預
言
者
的
政
治
的
力
学
は
、
ア
メ
リ
カ
政
治
を
論
じ
る
進
歩
的
立
場
の
人
に
は
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有
用
な
も
の
に
な
る
。
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
家
、
例
え
ば
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ホ
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
（R

ichard H
ofstadter

）、
バ
リ
ー
・
ウ
ィ
ル
ズ

（B
arry W

ills

）、
マ
イ
ケ
ル
・
ウ
ォ
ル
ツ
ァ
ー
（M

ichael W
alzer

）
な
ど
は
、
ア
メ
リ
カ
の
進
歩
的
変
化
が
反
骨
の
指
導
者
と
民
主
的
政

治
家
と
の
役
割
分
担
に
よ
っ
て
生
じ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
文
化
研
究
者
で
あ
る
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ハ
リ
ウ
ェ
ル
（M

artin 

H
alliw

ell
）
は
、
著
書 T

he C
onstant D

ialogue: R
einhold N

iebuhr and A
m

erican Intellectual C
ulture

の
中
で
、
ニ
ー
バ
ー
は
、
詩

人
で
あ
り
、
預
言
者
で
あ
り
、
政
治
家
で
あ
る
指
導
者
を
追
い
求
め
た
が
、
そ
れ
が
叶
わ
ず
、
次
善
の
策
と
し
て
各
々
の
役
割
分
担
を
求
め

た
、
と
し
た
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
弁
証
法
的
に
完
全
な
民
主
的
ヒ
ー
ロ
ー
を
求
め
た
が
、
そ
れ
に
最
も
近
か
っ
た
人
物
が
リ
ン
カ
ン
大
統
領
で

あ
っ
た
こ
と
を
一
九
六
五
年
のC

hristian C
entury 

の
論
文
の
中
で
明
ら
か
に
し
た
。
こ
こ
で
、
マ
コ
ー
ク
ル
は
、
ホ
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
が
述

べ
た
よ
う
に
、
リ
ン
カ
ン
は
人
種
平
等
主
義
か
ら
で
は
な
く
、
北
部
の
世
論
に
従
っ
て
現
実
主
義
的
に
奴
隷
制
に
反
対
し
た
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。

ニ
ー
バ
ー
に
と
っ
て
の
同
時
代
の
民
主
的
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
、
キ
ン
グ
牧
師
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
キ
ン
グ
牧
師
の
平
和
主
義
は
、

革
新
主
義
的
主
張
を
説
く
勢
力
に
は
弱
腰
に
映
り
、
そ
の
影
響
力
は
後
退
し
て
い
っ
た
。
晩
年
の
ニ
ー
バ
ー
の
立
場
が
キ
ン
グ
牧
師
と
同
じ

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
か
ら
イ
ラ
ク
に
至
る
反
戦
運
動
を
批
判
す
る
、
革
新
主
義
の
立
場
の
バ
イ
ナ
ー
ト
に
は
物
足
り
な
く
見
え

る
の
だ
ろ
う
。

ニ
ー
バ
ー
が
現
代
社
会
の
中
に
完
全
に
民
主
的
ヒ
ー
ロ
ー
を
求
め
た
た
め
に
、
預
言
者
と
政
治
家
を
区
別
す
る
こ
と
を
超
克
で
き
な
か
っ

た
、
と
い
う
の
が
マ
コ
ー
ク
ル
の
主
張
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
オ
バ
マ
大
統
領
に
そ
う
し
た
ヒ
ー
ロ
ー
像
を
求
め
な
い
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

オ
バ
マ
大
統
領
自
身
は
、
政
治
家
と
預
言
者
が
統
合
さ
れ
た
理
想
像
に
な
り
き
る
こ
と
が
不
可
能
な
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

が
、
政
治
家
と
し
て
の
役
割
に
固
執
す
る
べ
き
で
も
な
い
。
一
九
五
〇
年
代
に
公
民
権
運
動
に
消
極
的
な
ア
ド
レ
ー
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ

ン
（A

dlai Stevenson

）
を
擁
護
し
た
ニ
ー
バ
ー
の
過
ち
は
、
預
言
者
的
立
場
を
後
退
さ
せ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
こ
の
点
を
捉
え
て
、
カ

レ
イ
・
マ
ッ
ク
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
（C

arey M
cW

illiam
s

）
の
よ
う
な
政
治
思
想
家
や
ポ
ス
ト
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
（Postliberalism

）
の
神
学
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者
の
ス
タ
ン
レ
ー
・
ハ
ワ
ー
ワ
ス
が
ニ
ー
バ
ー
を
批
判
し
て
い
る
。
批
判
の
要
点
は
、
ニ
ー
バ
ー
思
想
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
特
質
が
希
薄

で
、
世
俗
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
は
大
差
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ニ
ー
バ
ー
思
想
は
、
政
治
的
な
も
の
を
中
心
的
に
論
じ
て
い

る
が
、
預
言
者
的
側
面
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
の
で
、
今
後
の
再
評
価
や
修
正
に
十
分
値
す
る
ア
メ
リ
カ
の
思
想
的
遺
産
と
い
え
る
も
の

で
あ
る
、
と
マ
コ
ー
ク
ル
は
結
論
づ
け
て
い
る
。

（
3
）
ロ
ビ
ン
・
ラ
ヴ
ィ
ン
よ
る
ニ
ー
バ
ー
思
想
の
解
釈

「
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
の
宗
教
・
社
会
・
政
治
思
想
の
研
究
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
で
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
ラ
イ
ン
ホ
ー

ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
二
〇
一
三
年
六
月
一
四
日
に
青
山
学
院
大
学
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
主
要
講
演

者
の
一
人
と
し
て
ロ
ビ
ン
・
ラ
ヴ
ィ
ン
（Lovin W

. Lovin

）
教
授
が
「
審
判
、
自
由
、
責
任
――
二
一
世
紀
の
た
め
の
キ
リ
ス
ト
教
現
実

主
義
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。
こ
の
講
演
内
容
は
、
以
下
で
紹
介
す
る
彼
の
論
文
）
6
（

と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
彼
の
論

述
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

ラ
ヴ
ィ
ン
は
、
ニ
ー
バ
ー
の
著
作M

oral M
an and Im

m
oral Society 

を
取
り
上
げ
、
ニ
ー
バ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

の
リ
ベ
ラ
ル
派
を
強
く
批
判
し
て
い
る
、
と
い
う
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
の
改
革
者
が
示
し
た
希
望
は
、
社
会
的
現
実
に
も
、
神
学
に

も
裏
付
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
後
年
、‘W

alter R
auchenbusch in H

istorical Perspective ’ 

と
題
さ
れ
た
一
九
五
八

年
の
論
文
の
中
で
も
、
ラ
ウ
シ
ェ
ン
ブ
ッ
シ
ュ
が
原
罪
を
社
会
構
造
の
問
題
に
結
び
つ
け
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
思
想
家

が
自
分
の
時
代
的
課
題
を
超
越
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
ニ
ー
バ
ー
は
認
め
、
リ
ベ
ラ
ル
派
と
そ
の
批
判
者
と
の
間
に
は
関
連
性
が

あ
る
、
と
し
た
。

一
九
六
〇
年
代
後
半
に
、
ア
メ
リ
カ
の
若
い
世
代
に
よ
る
ニ
ー
バ
ー
批
判
が
起
こ
っ
た
。
人
種
差
別
政
策
に
反
対
し
て
法
的
措
置
を
取
る
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べ
き
だ
と
主
張
し
た
人
達
に
対
し
て
ニ
ー
バ
ー
が
警
告
を
発
し
た
こ
と
を
取
り
上
げ
、
現
状
肯
定
的
と
し
て
批
判
し
た
。
ま
た
、
男
女
の
役

割
に
つ
い
て
、
ニ
ー
バ
ー
が
通
常
の
認
識
を
示
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
男
女
同
権
論
者
は
批
判
を
行
っ
た
。
さ
ら
な
る
批
判
は
、
ニ
ー

バ
ー
の
神
学
に
向
け
ら
れ
た
。
ニ
ー
バ
ー
が
、
深
刻
な
悪
と
軽
度
の
悪
が
あ
る
と
し
た
ら
、
軽
度
の
悪
を
容
認
し
た
こ
と
を
捉
え
て
、
福
音

が
示
し
た
根
本
問
題
を
無
視
し
た
も
の
だ
、
と
批
判
し
た
。
そ
の
批
判
者
の
一
人
が
ハ
ワ
ー
ワ
ス
で
、
彼
は
政
治
が
少
し
で
も
不
十
分
さ
を

示
す
と
し
た
ら
、
キ
リ
ス
ト
者
は
そ
れ
と
取
り
組
む
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

ラ
ヴ
ィ
ン
は
、
ニ
ー
バ
ー
へ
の
批
判
は
、
奇
妙
に
も
ニ
ー
バ
ー
が
リ
ベ
ラ
ル
派
を
批
判
し
た
も
の
に
似
て
い
る
、
と
す
る
。
つ
ま
り
、

一
九
七
〇
年
代
の
「
解
放
の
神
学
」
の
出
現
が
新
し
い
神
学
の
出
現
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
に
、
ニ
ー
バ
ー
の
現
実
主
義
も
ポ

ス
ト
リ
ベ
ラ
ル
の
「
バ
ル
ト
的
言
葉
の
神
学
」（the B
arthian T

heology of the W
ord

）
の
前
で
は
そ
れ
ほ
ど
現
実
的
な
も
の
で
は
な
く

な
る
。
そ
う
し
た
批
判
を
す
る
人
達
に
と
っ
て
は
、
ニ
ー
バ
ー
思
想
が
世
俗
の
価
値
と
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
、
時
代
遅
れ
の
も
の
に
見
え

る
。
ハ
ワ
ー
ワ
ス
は
、
ニ
ー
バ
ー
思
想
は
世
俗
の
人
に
も
説
得
力
が
な
く
、
神
学
自
体
も
キ
リ
ス
ト
者
に
生
活
の
糧
を
与
え
て
い
な
い
、
と

批
判
し
た
。

ニ
ー
バ
ー
が
力
の
限
界
を
論
じ
、
自
制
を
求
め
た
こ
と
は
、
冷
戦
後
の
世
界
政
治
で
は
有
効
な
考
え
方
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
一
般
の

多
く
の
人
に
支
持
さ
れ
て
い
る
。
ニ
ー
バ
ー
が
帝
国
主
義
的
な
力
に
潜
む
擬
似
的
宗
教
性
を
批
判
し
た
こ
と
は
、
ニ
ー
バ
ー
の
神
学
を
批

判
す
る
人
達
も
自
ら
の
理
論
的
裏
付
け
と
し
た
。
ラ
ヴ
ィ
ン
は
、
こ
う
し
た
歴
史
的
状
況
を
把
握
し
て
、
ニ
ー
バ
ー
思
想
を
論
じ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
し
て
、
ニ
ー
バ
ー
や
ラ
ウ
シ
ェ
ン
ブ
ッ
シ
ュ
の
思
想
を
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
の
視
点
で
考
察
す
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、

ニ
ー
バ
ー
と
ニ
ー
バ
ー
の
批
判
者
と
の
間
に
連
続
性
と
相
違
点
が
解
る
よ
う
に
な
る
。

希
望女

権
解
放
主
義
者
や
解
放
の
神
学
者
達
は
、
ニ
ー
バ
ー
が
政
治
的
権
力
者
と
近
か
っ
た
た
め
に
、
彼
の
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
が
現
実
主
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義
的
で
は
な
く
な
っ
た
、
と
批
判
し
て
い
る
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
女
性
へ
の
社
会
的
制
約
や
、
黒
人
へ
の
法
的
差
別
を
よ
り
小
さ
い
悪
と
し
て

容
認
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
秩
序
の
維
持
に
ニ
ー
バ
ー
の
関
心
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ニ
ー
バ
ー
の
女
性
の
役
割
に
つ
い
て
の

見
方
は
男
女
の
肉
体
的
違
い
に
基
づ
い
て
い
て
、
黒
人
の
公
民
権
運
動
が
過
激
に
な
る
こ
と
が
差
別
の
撤
廃
を
遅
ら
せ
る
の
で
は
な
い
か
と

認
識
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
こ
と
が
捉
え
ら
れ
て
、
ニ
ー
バ
ー
に
は
抑
圧
さ
れ
て
い
る
側
の
視
点
が
欠
如
し
て
い
て
、
ニ
ー
バ
ー
の
現
実
主
義
は
体
制
側
の

論
理
を
補
強
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
批
判
さ
れ
た
。
ラ
ヴ
ィ
ン
は
、
歴
史
的
視
点
か
ら
す
る
と
、
ニ
ー
バ
ー
へ
の
批
判
の
多
く
の
点
は
正

し
い
、
と
し
て
い
る
。
ニ
ー
バ
ー
を
批
判
す
る
多
く
の
人
は
、
地
方
の
草
の
根
の
運
動
家
で
あ
り
、
ニ
ー
バ
ー
の
視
点
に
は
入
ら
な
か
っ
た

人
達
で
あ
る
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
力
の
評
価
の
面
で
、
そ
う
し
た
運
動
を
無
視
し
て
い
た
。

今
日
に
お
い
て
ニ
ー
バ
ー
流
の
現
実
主
義
を
唱
え
る
人
達
は
、
ニ
ー
バ
ー
の
こ
う
し
た
失
敗
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
地
方
の
共
同
体

や
教
会
が
提
示
す
る
希
望
を
重
視
す
る
こ
と
が
、
変
革
の
可
能
性
を
現
実
的
に
捉
え
る
と
き
に
重
要
に
な
る
。
オ
バ
マ
が
共
同
体
の
活
動
家

か
ら
大
統
領
に
登
り
詰
め
た
こ
と
は
、
新
し
い
ニ
ー
バ
ー
的
現
実
主
義
に
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
を
考
え
る
上
で
重
要
な
視
点
に
な
る
。

希
望
を
共
有
す
る
こ
と
は
、
無
視
で
き
な
い
力
と
な
る
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
リ
ベ
ラ
ル
派
の
提
示
す
る
希
望
を
短
絡
的
な
楽
観
論
と
批
判
し
た

が
、
希
望
は
「
本
質
的
な
自
由
」
に
近
い
も
の
で
あ
る
、
と
ラ
ヴ
ィ
ン
は
い
う
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
こ
の
こ
と
を
自
ら
の
著
作
の
中
で
も
指
摘

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

民
主
主
義
に
つ
い
て
の
ニ
ー
バ
ー
の
最
終
的
な
論
点
は
、
意
識
の
自
由
が
政
治
的
な
自
由
を
必
要
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ニ
ー

バ
ー
の
政
治
思
想
が
、
自
然
法
が
示
す
条
件
と
同
じ
よ
う
な
制
約
を
認
め
て
い
る
こ
と
は
、
論
点
と
し
て
残
る
。
民
主
主
義
を
全
体
主
義
よ

り
も
安
定
し
た
も
の
に
す
る
の
が
、
意
識
の
自
由
で
あ
る
と
し
て
、
ニ
ー
バ
ー
は
自
由
の
本
質
に
つ
い
て
論
じ
た
。
い
か
な
る
人
も
、
他
人

に
強
制
的
に
方
向
づ
け
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
人
間
は
、
い
か
な
る
条
件
下
で
も
希
望
を
持
ち
続
け
る
。
希
望
は
、
現
状
維
持
派
に
は

厄
介
な
も
の
で
も
、
変
化
を
求
め
る
人
に
は
力
と
な
る
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
民
衆
の
希
望
を
論
じ
て
い
て
、
こ
の
こ
と
が
、
共
同
体
の
活
動
家
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が
ニ
ー
バ
ー
思
想
に
傾
倒
す
る
要
因
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ニ
ー
バ
ー
自
身
が
彼
の
晩
年
に
起
き
た
平
和
運
動
や
人
種
差
別
撤
廃
運
動
に
懐
疑

的
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。
ニ
ー
バ
ー
の
政
治
的
現
実
主
義
は
、
希
望
に
過
度
に
頼
る
こ
と
へ
の
躊
躇
を
示
し
た
。
希
望
だ
け

で
は
、
圧
政
を
克
服
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
こ
の
こ
と
をM
oral M

an and Im
m

oral Society 

の
中
で
明
ら
か
に
し
た
。

キ
ン
グ
牧
師
は
、
ニ
ー
バ
ー
の
こ
の
主
張
に
触
発
さ
れ
て
、
非
暴
力
の
大
衆
運
動
を
始
め
た
。

ニ
ー
バ
ー
は
、
歴
史
的
変
化
に
は
自
信
を
持
て
な
か
っ
た
が
、
歴
史
の
意
味
が
歴
史
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
審
判
を
受
け
る
こ
と
を
確
信
し

て
い
た
。
ニ
ー
バ
ー
の
こ
う
し
た
確
信
は
、
変
革
に
邁
進
す
る
人
達
を
も
守
る
こ
と
に
な
る
一
方
で
、
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
者
を
リ
ベ
ラ

ル
派
よ
り
も
政
治
的
に
慎
重
に
し
た
。
ニ
ー
バ
ー
が
政
治
的
に
慎
重
に
な
っ
た
の
は
、
保
守
主
義
に
よ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
歴
史
が
前
進

ば
か
り
で
な
く
後
退
す
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ニ
ー
バ
ー
の
慎
重
さ
は
、
よ
り
小
さ
い
悪
に
屈
服
す
る
、
結
果
重
視
論
に

よ
う
に
見
え
る
こ
と
に
な
る
。
結
果
に
拘
る
こ
と
は
、
新
し
い
戦
略
の
効
果
が
予
言
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
問
題
で
も
あ
る
。
そ
の
点
で
、

ニ
ー
バ
ー
は
、
他
の
人
と
同
様
に
予
言
を
得
意
と
し
な
か
っ
た
。
ニ
ー
バ
ー
の
現
実
主
義
は
、
他
人
で
は
な
く
自
分
の
徳
に
確
信
を
持
っ
て

い
る
人
の
視
点
か
ら
、
意
志
決
定
の
限
界
を
分
析
す
る
と
き
に
最
も
効
果
的
に
な
る
。
し
か
し
、
ニ
ー
バ
ー
は
、
晩
年
の
病
弱
さ
か
ら
、
公

民
権
運
動
を
十
分
に
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
今
日
の
ニ
ー
バ
ー
的
現
実
主
義
者
に
は
、
希
望
が
も
た
ら
す
力
を
真
摯
に
考
え
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

ニ
ー
バ
ー
を
批
判
す
る
第
一
の
グ
ル
ー
プ
は
、
ニ
ー
バ
ー
の
考
察
が
貧
者
の
状
況
に
向
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
ニ
ー
バ
ー
の
神
学
が
歴
史
の
中
で
の
具
体
的
運
動
よ
り
、
歴
史
を
超
え
た
神
の
審
判
を
強
調
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

視
点
が
現
実
の
希
望
を
維
持
す
る
の
に
は
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
ニ
ー
バ
ー
を
批
判
す
る
人
達
の
指
摘
は
適
切
で
は
な
い
、
と
ラ
ヴ
ィ
ン
は

論
じ
て
い
る
。
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審
判ニ

ー
バ
ー
批
判
の
第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
、
ニ
ー
バ
ー
が
自
分
の
時
代
状
況
に
拘
泥
し
過
ぎ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
こ
う
し
た
批
判
者
の

代
表
が
ハ
ワ
ー
ワ
ス
で
、
ニ
ー
バ
ー
神
学
は
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
り
過
ぎ
る
、
と
し
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
、
神
の
理
解

は
各
個
人
の
経
験
に
よ
っ
て
制
約
を
受
け
る
と
し
て
、
宗
教
を
論
じ
た
。
ニ
ー
バ
ー
神
学
は
、
全
て
の
人
が
自
分
の
経
験
を
意
味
あ
る
も
の

に
す
る
た
め
に
は
何
を
信
じ
た
ら
よ
い
か
を
言
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
、
と
ハ
ワ
ー
ワ
ス
は
批
判
し
た
。
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
神
学
は
、

各
個
人
が
既
に
信
じ
て
い
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
ニ
ー
バ
ー
の
論
述
は
、
同
時
代
の
人
に
は
共
感
さ
れ
る
が
、
歴
史
的
、
文
化

的
文
脈
が
異
な
る
と
力
を
失
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

各
々
の
世
代
は
歴
史
や
文
化
を
超
え
た
神
学
を
求
め
る
が
、
後
の
世
代
の
人
は
そ
う
し
た
神
学
が
生
き
残
っ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る

場
合
が
多
い
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
自
分
の
神
学
が
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
試
み
た
。
一
九
三
〇
年
代
、
ニ
ー
バ
ー
は
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム

を
超
克
し
よ
う
と
し
て
、
歴
史
上
の
出
来
事
の
意
味
を
考
え
る
た
め
の
三
つ
の
方
法
を
採
っ
た
。
第
一
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
と
い
う
歴
史

上
の
混
乱
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
化
の
終
焉
と
捉
え
た
。
こ
れ
は
、M

oral M
an and Im

m
oral Society 

の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
は
、

歴
史
的
出
来
事
を
超
越
し
た
視
点
を
採
っ
て
、
独
自
性
の
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
を
求
め
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
の
倫
理
を
「
不
可
能

な
理
想
」
と
し
て
有
効
な
も
の
、
と
し
た
。
神
の
基
準
に
よ
っ
て
「
正
義
」
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
。
ハ
ワ
ー
ワ
ス
は
、
ニ
ー
バ
ー
が
明
確

な
正
義
の
基
準
を
示
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る
と
し
て
批
判
し
た
が
、
ニ
ー
バ
ー
は
ハ
ワ
ー
ワ
ス
と
同
様
に
独
自
性

の
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
を
求
め
て
い
た
。
ニ
ー
バ
ー
の
抱
い
た
理
想
主
義
は
長
続
き
せ
ず
、
一
九
三
九
年
か
ら
一
九
四
〇
年
頃
に
は
、
人

間
に
は
自
由
が
あ
る
が
、
道
義
性
を
完
全
な
も
の
に
は
で
き
な
い
と
い
う
、
第
三
の
考
え
方
に
た
ど
り
着
い
た
。
こ
の
自
由
と
限
界
と
い
う

二
重
性
に
よ
り
道
義
的
で
意
味
の
あ
る
生
活
が
保
た
れ
る
が
、
完
全
な
も
の
に
は
で
き
な
い
。
完
全
に
は
な
ら
な
い
人
間
の
努
力
が
神
の
審

判
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
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歴
史
上
の
問
題
は
、
歴
史
の
外
に
あ
る
視
点
か
ら
の
み
解
決
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
神
の
審
判
は
終
末
論
の
中
で
の
こ
と
で
、
論
理
上
の
こ

と
で
は
な
い
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
初
期
の
神
学
論
で
は
人
間
の
経
験
の
枠
内
に
神
を
位
置
づ
け
て
い
た
と
し
て
、
ニ
ー
バ
ー
思
想
を
批
判
す
る

人
が
い
る
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
バ
ル
ト
や
同
時
代
の
神
学
者
と
同
様
に
、
社
会
改
革
の
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
は
離
れ
た
と
こ
ろ
に
神
を
置

い
て
い
た
。
人
間
は
自
分
が
完
成
で
き
な
い
も
の
を
完
成
す
る
の
に
神
の
慈
悲
を
請
う
、
と
し
た
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
歴
史
の
意
味
は
歴
史
を

超
え
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
歴
史
に
意
味
を
与
え
る
の
が
神
の
審
判
で
あ
る
、
と
考
え
た
。
よ
っ
て
、
人
間
は
自
ら
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
を
創
る

こ
と
は
で
き
な
い
、
と
し
た
。

責
任ニ

ー
バ
ー
は
、
歴
史
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
神
の
審
判
を
置
く
一
方
で
、
特
に
人
間
的
な
問
題
に
は
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
対
応
を
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
ニ
ー
バ
ー
と
バ
ル
ト
と
の
違
い
が
出
て
く
る
、
と
ラ
ヴ
ィ
ン
は
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ

ク
な
対
応
に
、「
責
任
」
が
求
め
ら
れ
て
く
る
。
責
任
は
、
特
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
社
会
倫
理
に
と
っ
て
重
要
な
概
念
に
な
っ
た
。
神

に
よ
る
最
後
の
審
判
が
あ
る
に
し
て
も
、
人
間
の
責
任
の
範
囲
が
狭
く
な
る
と
は
な
ら
な
い
。
人
間
の
全
行
動
を
神
の
審
判
の
下
に
置
く

「
決
定
的
な
態
度
」（critical attitude

）
と
、
道
義
的
に
曖
昧
さ
を
含
む
政
治
的
な
問
題
に
答
え
を
出
す
「
責
任
あ
る
態
度
」（responsible 

attitude

）
と
は
一
体
に
な
る
。

ラ
ヴ
ィ
ン
は
、
ニ
ー
バ
ー
が
時
代
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
か
に
つ
い
て
責
任
あ
る
判
断
を
下
す
こ
と
と
は
、
自
分
自
身
の
関
わ
り
方
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
も
あ
る
、
と
述
べ
る
。
ニ
ー
バ
ー
の
現
実
主
義
は
体
制
の
秩
序
を
守
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
の
批
判
を
し
た
人
達
よ
り

も
遠
く
か
ら
、
今
日
の
人
は
ニ
ー
バ
ー
思
想
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
日
で
は
、
ニ
ー
バ
ー
が
考
え
た
世
界
政
治
の
枠
組
み
が
変
わ
っ

て
か
ら
の
視
点
で
、
ニ
ー
バ
ー
思
想
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
変
化
は
前
例
が
な
か
っ
た
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
の
公
民
権
運
動
が
始

ま
っ
た
と
き
に
は
、
ニ
ー
バ
ー
は
多
く
の
希
望
を
抱
け
な
か
っ
た
が
、
今
日
で
は
そ
う
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
ニ
ー
バ
ー
が
示
し
た
用
心
深
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さ
を
今
日
で
も
持
つ
と
し
た
ら
、
こ
れ
は
非
現
実
主
義
的
で
、
無
責
任
な
も
の
と
な
る
。

ニ
ー
バ
ー
の
神
学
を
批
判
す
る
人
達
は
、
今
日
の
社
会
状
況
を
捉
え
て
、
そ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
的
政
治
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
、
と
い
う
。
強

制
や
虚
偽
に
基
づ
く
政
治
が
今
日
の
一
般
的
政
治
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
不
完
全
さ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
キ
リ
ス
ト
教
的
政
治
の
役

割
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
が
、
そ
れ
へ
の
対
応
に
つ
い
て
の
考
え
方
で
、
ニ
ー
バ
ー
と
ニ
ー
バ
ー
の
批
判
者
と
の
違
い
が
出
て
く

る
。
両
者
と
も
、
政
治
体
制
の
中
で
は
指
導
者
は
よ
り
正
義
に
近
い
こ
と
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
と
認
識
す
る
が
、
ニ
ー
バ
ー
が
相

対
的
な
善
と
悪
の
区
別
し
た
こ
と
が
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
こ
の
こ
と
をT

he N
ature and D

estiny of M
an 

の
中
で

明
ら
か
に
し
た
。
相
対
的
な
善
を
選
ぶ
こ
と
は
、
神
の
究
極
の
審
判
の
前
で
正
当
化
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
文
明
の
運
命
に
影
響
を
与

え
る
、
と
し
た
。

ニ
ー
バ
ー
は
、
自
由
が
新
し
い
悪
政
を
生
み
出
す
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
否
定
し
な
か
っ
た
。
歴
史
の
究
極
の
意
味
は
、
人
間
行
動
に
つ

い
て
の
人
間
の
判
断
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
よ
り
理
解
さ
れ
る
に
し
て
も
、
人
間
が
具
体
的
な
選
択

を
す
る
と
き
に
神
学
的
な
選
択
肢
が
提
示
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ラ
ヴ
ィ
ン
は
、
ニ
ー
バ
ー
思
想
を
歴
史
的
に
振
り
返
っ
て
、
人
間
が
行

う
選
択
の
威
厳
と
悲
惨
さ
を
次
第
に
理
解
し
て
い
っ
た
人
物
と
し
て
ニ
ー
バ
ー
を
評
価
し
た
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
常
に
正
し
い
行
動
を
し
た
訳

で
は
な
い
が
、
人
間
が
行
動
を
す
る
と
き
に
直
面
す
る
可
能
性
と
限
界
を
十
分
に
理
解
し
て
い
た
、
と
し
て
い
る
。

（
4
）
ニ
ー
バ
ー
に
と
っ
て
の
「
正
義
」

あ
る
人
物
の
思
想
と
社
会
と
の
関
連
性
を
見
る
と
き
に
は
、
そ
の
人
物
が
社
会
的
正
義
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
重
要

に
な
る
。
し
か
し
、
社
会
的
正
義
と
い
う
問
題
は
、
抽
象
的
で
あ
り
、
論
者
の
立
場
に
よ
り
焦
点
が
変
わ
っ
て
く
る
た
め
に
、
大
半
の
社
会

思
想
家
は
そ
の
分
野
に
入
る
こ
と
を
避
け
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
社
会
的
正
義
を
扱
っ
た
代
表
的
な
著
作
と
し
て
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー



37 ラインホールド・ニーバーの思想の今日性

ル
ズ
（John R

aw
ls

）
の
『
正
義
論
』
が
あ
る
。
彼
の
結
論
は
、
人
間
が
正
し
い
と
判
断
す
る
こ
と
を
基
準
に
正
義
を
捉
え
て
い
て
、
正
し

い
考
え
を
持
っ
た
人
間
が
創
っ
た
社
会
的
諸
制
度
が
正
義
の
裏
付
け
と
な
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
、
理
性
的
な
人
間
へ
の

確
信
が
表
れ
て
い
る
。
正
義
の
問
題
を
日
常
の
話
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
よ
う
に
し
た
の
が
、
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
、
マ
イ
ケ
ル
・
サ
ン

デ
ル
（M

ichael Sandel

）
の
『
ハ
ー
バ
ー
ド
白
熱
教
室
』
で
あ
る
。
サ
ン
デ
ル
は
、
社
会
を
家
庭
に
喩
え
て
正
義
を
捉
え
、
社
会
的
共
同

体
の
メ
ン
バ
ー
各
々
の
結
び
つ
き
の
中
で
、
自
由
、
富
、
自
尊
心
な
ど
の
社
会
的
善
が
平
等
に
分
配
さ
れ
る
こ
と
を
正
義
と
捉
え
て
い
た
。

こ
う
し
た
、
正
義
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
背
景
に
置
く
と
、
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
の
社
会
的
正
義
の
捉
え
方
の
特
徴
が
鮮
明
に

な
る
。
こ
こ
で
は
、
ニ
ー
バ
ー
の
代
表
的
著
作
で
あ
る T

he N
ature and D

estiny of M
an 

の
第
二
部
の
中
で
展
開
さ
れ
て
い
る
議
論
を
取

り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
）
7
（

。
ニ
ー
バ
ー
は
、
社
会
的
調
和
を
も
た
ら
す
も
の
を
正
義
と
位
置
づ
け
、
社
会
的
調
和
を
達
成
す
る
政
治
的
な
仕
組

み
と
し
て
社
会
的
勢
力
の
均
衡
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
、
人
間
は
、
社
会
的
均
衡
状
態
を
神
の
恵
み
に
よ
る
同
胞
愛
に
限
り
な
く
近
づ
け
る

努
力
を
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

ニ
ー
バ
ー
に
よ
る
『
正
義
』
の
捉
え
方

ニ
ー
バ
ー
は
、
同
胞
愛
の
原
型
と
し
て
家
族
愛
を
考
え
る
。
家
族
愛
は
、
家
族
間
の
利
害
対
立
が
繰
り
返
し
の
後
に
調
整
済
み
と
な
り
、

事
例
毎
の
利
害
の
計
算
が
必
要
な
く
な
っ
て
出
て
く
る
。
共
同
体
の
正
義
は
社
会
的
良
心
の
産
物
で
、
共
同
体
の
様
々
な
視
点
が
統
合
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
民
主
的
な
社
会
の
成
果
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
ル
タ
ー
や
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
利
害
調
整
に
悲
観
的
で
あ
り
、
共
同

体
の
様
々
な
利
害
は
、
仲
裁
が
不
可
能
な
ほ
ど
に
衝
突
す
る
と
考
え
て
お
り
、
ニ
ー
バ
ー
の
視
座
は
そ
れ
を
乗
り
越
え
た
こ
と
に
な
る
。
さ

ら
に
、
ニ
ー
バ
ー
は
、
正
義
の
原
理
を
愛
の
領
域
か
ら
除
外
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
考
え
て
い
た
。
他
方
、
歴
史
の
中
に
あ
る
正
義
の
原
理

は
、
様
々
な
視
点
が
統
合
さ
れ
る
過
程
の
中
で
得
ら
れ
た
、
偶
発
的
な
も
の
で
、
そ
の
代
表
が
中
世
や
近
代
の
「
自
然
法
」
と
い
う
考
え
方

で
あ
る
。
ニ
ー
バ
ー
の
見
解
に
従
え
ば
、
こ
れ
は
、
歴
史
の
中
に
絶
対
性
を
見
出
そ
う
と
す
る
努
力
の
一
つ
と
な
る
。
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正
義
の
捉
え
方
に
、
ニ
ー
バ
ー
と
バ
ル
ト
と
の
違
い
が
明
瞭
に
表
れ
る
。
バ
ル
ト
は
、
人
間
の
道
義
性
は
正
義
の
有
効
な
基
準
に
は
な
ら

な
い
、
と
し
て
い
た
。
こ
れ
を
批
判
し
て
、
ニ
ー
バ
ー
は
、
自
由
と
平
等
、
特
に
平
等
と
い
う
考
え
方
は
人
間
の
罪
と
い
う
条
件
の
中
に

あ
っ
て
も
同
胞
愛
に
近
い
も
の
に
な
る
、
と
し
て
い
た
。

人
間
社
会
に
お
け
る
正
義

ニ
ー
バ
ー
は
、
正
義
の
原
理
が
同
胞
愛
に
近
づ
く
こ
と
を
求
め
る
が
、
現
実
に
は
そ
う
な
ら
な
い
と
見
て
い
た
。
そ
こ
で
、
現
実
社
会
を

考
察
す
る
時
に
、
権
力
と
、
権
力
の
均
衡
と
い
う
二
つ
の
要
素
に
注
目
し
た
。
権
力
と
は
、
他
者
に
対
し
て
自
分
の
要
求
を
押
し
通
す
力
で

あ
り
、
神
性
的
権
力
、
経
済
的
権
力
、
政
治
的
権
力
な
ど
が
あ
る
。
人
間
は
、
精
神
的
、
肉
体
的
能
力
か
ら
様
々
な
権
力
を
創
り
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
正
義
を
確
立
す
る
こ
と
は
、
様
々
な
権
力
が
均
衡
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

個
人
的
権
力
が
物
理
的
力
に
加
え
て
、
争
い
を
超
越
で
き
る
精
神
を
持
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
の
が
、
ニ
ー
バ
ー
の
特
徴
的
見
解
で
あ

る
。
社
会
生
活
は
、
相
互
扶
助
と
潜
在
的
対
立
が
関
わ
る
活
力
の
場
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
政
治
の
目
的
は
、
相
互
扶
助
を
拡
大
し
、
争
い

を
和
ら
げ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
人
間
社
会
で
は
力
の
均
衡
を
意
識
的
に
管
理
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
、
組
織
的
中
枢
の
必
要
性
が

出
て
く
る
。
権
力
の
均
衡
が
達
成
さ
れ
た
後
に
は
、
道
義
を
求
め
る
政
治
が
進
展
し
て
い
く
。
こ
こ
で
、
ニ
ー
バ
ー
は
、
政
治
に
は
正
当
な

尊
厳
が
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る
、
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
実
の
政
治
は
、
不
当
な
見
せ
か
け
で
成
り
立
っ

て
い
る
場
合
が
多
い
。

ニ
ー
バ
ー
に
よ
る
民
主
主
義
の
擁
護

ニ
ー
バ
ー
は
、
民
主
主
義
が
発
展
す
る
た
め
に
は
、
政
治
や
、
力
の
均
衡
に
内
在
す
る
道
義
的
曖
昧
さ
を
あ
る
程
度
認
め
る
こ
と
が
必
要

だ
と
す
る
。
民
主
主
義
の
最
大
の
業
績
は
、
権
力
に
対
す
る
抵
抗
の
原
理
を
具
体
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
政
治
に
つ
い
て
の
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キ
リ
ス
ト
教
の
捉
え
方
が
次
の
三
つ
の
要
素
か
ら
成
り
立
つ
と
す
る
。
そ
の
第
一
は
、
政
治
的
秩
序
の
確
立
が
可
能
と
す
る
古
代
ギ
リ
シ
ャ

的
な
考
え
方
で
あ
る
、
第
二
は
、
政
治
を
行
う
こ
と
は
神
か
ら
の
命
令
で
あ
る
と
す
る
聖
書
的
考
え
方
で
あ
る
。
第
三
は
、
政
治
の
指
導
者

は
神
の
審
判
を
受
け
る
と
す
る
聖
書
的
な
考
え
方
で
あ
る
。

国
家
の
権
威
を
認
め
な
が
ら
、
そ
の
権
威
は
預
言
的
批
判
の
下
に
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
保
守
的
思
想
や
急
進
的
思
想

の
基
盤
に
な
っ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
政
治
に
つ
い
て
の
捉
え
方
の
第
一
の
要
素
の
帰
結
と
し
て
、
合
理
主
義
的
政
治
思
想
や
国
際
的
な

連
合
政
府
と
い
う
見
方
が
出
て
く
る
。
第
二
の
要
素
の
帰
結
と
し
て
、
ル
タ
ー
派
の
よ
う
な
政
治
へ
の
無
批
判
の
容
認
と
い
う
態
度
が
出
て

く
る
。
こ
れ
は
、
バ
ル
ト
の
考
え
方
に
近
い
も
の
で
あ
る
が
、
民
主
的
正
義
の
確
立
に
は
貢
献
で
き
な
く
な
る
。
第
三
の
帰
結
と
し
て
、
カ

ル
ヴ
ァ
ン
派
の
よ
う
に
政
治
的
権
威
へ
の
抵
抗
を
容
認
す
る
考
え
方
が
出
て
く
る
。
こ
れ
は
、
ニ
ー
バ
ー
の
考
え
方
に
近
い
も
の
で
、
次
の

よ
う
な
見
方
に
な
る
。
神
と
統
治
者
と
国
民
は
政
治
的
正
義
の
確
立
の
た
め
の
契
約
を
結
ん
で
い
て
、
統
治
者
が
契
約
を
破
れ
ば
、
国
民
は

抵
抗
で
き
る
。
こ
う
し
て
、
政
治
の
目
的
が
正
義
の
確
立
に
な
る
。
歴
史
か
ら
戦
争
と
悪
政
を
取
り
除
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
理

解
す
る
と
共
に
、
信
仰
に
よ
り
正
義
の
確
立
に
努
力
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
の
が
、
ニ
ー
バ
ー
の
見
解
で
あ
る
。

世
界
的
共
同
体
に
つ
い
て
の
ニ
ー
バ
ー
の
見
解

国
際
政
治
に
は
、
覇
権
争
い
と
い
う
危
険
性
が
あ
る
が
、
こ
の
危
険
性
を
防
ぐ
最
善
の
方
法
は
、
あ
ら
ゆ
る
国
が
憲
章
に
認
め
ら
れ
た
権

力
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
新
し
い
世
界
的
共
同
体
を
創
ろ
う
と
す
る
人
は
、
希
望
が
無
く
な
り
そ
う
な
時
に
は
信
仰
に
よ
っ
て
希
望
を
抱
け

る
意
志
の
強
い
人
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
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お
わ
り
に

ニ
ー
バ
ー
の
思
想
は
、
難
解
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
一
番
の
要
因
は
、
ニ
ー
バ
ー
が
、
弁
証
法
的
な
（dialectical

）
論

述
を
展
開
す
る
か
ら
で
あ
る
。T

he N
ature and D

estiny of M
an, Vol. II, pp.245

―246 

に
は
、
次
の
よ
う
な
論
述
が
あ
る
。

A
ccording to our interpretation, “grace ” is related to  “nature ” partly as fulfillm

ent and partly as negation. If the 

contradiction betw
een “nature ” and  “grace ” is not recognized, and the continued pow

er o f “nature ” in the realm
 

of “grace ” is not conceded, new
 sins are brought into history by the pretension that sin has been progressively 

elim
inated.

こ
こ
で
、“grace ” 

の
み
に
注
目
す
る
と
、
ニ
ー
バ
ー
の
主
張
は
、prophetic 

と
解
釈
さ
れ
る
。
他
方
、“nature ” 

の
み
を
強
調
し
た
ら
、

ニ
ー
バ
ー
は
、statesm
anlike 

と
言
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
両
面
を
超
克
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
、

ニ
ー
バ
ー
の
「
キ
リ
ス
ト
教
的
現
実
主
義
」
の
核
心
で
あ
る
。

ニ
ー
バ
ー
思
想
の
一
面
的
の
み
を
解
釈
し
て
い
る
例
と
し
て
、
次
の
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。Jerusalem

 Jerusalem
, H

oughton 

M
ifflin H

arcourt, 2011 

の
著
者
で
、B

oston G
lobe 

紙
の
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
を
務
め
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
元
神
父
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
キ
ャ
ロ
ル

（Jam
es C

arroll

）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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. . . A
fter 9/11, w

ith our futile, m
isdirected, ongoing w

ars of vengeance, w
hich lay nary a glove on A

l Q
aeda, the 

m
obilization has m

ainly been against ourselves. T
he N

iebuhrian argum
ent about action leading to guilt versus 

inaction leading to greater guilt seem
s strangely outm

oded because terrorists are unfazed by such distinctions. 

O
ur fear rem

ains unchanneled, therefore, unchecked. So also our rage. Pearl H
arbor w

as a m
ark of the good 

old days.
（T

he B
oston G

lobe, D
ecem

ber 7, 2009

）

ニ
ー
バ
ー
は
、
単
な
る
政
治
行
動
の
重
要
性
を
述
べ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
政
治
行
動
に
伴
う
様
々
な
罪
悪
を
ど
の
よ
う
に
超
克
す
る
か

を
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

東
京
大
学
の
ア
メ
リ
カ
史
の
教
授
で
あ
っ
た
、
本
間
長
世
氏
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
特
質
を
「
理
念
の
共
和
国
」
で
あ
る
と
し
て
、
自
ら

の
著
書
の
題
名
と
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
世
論
は
、
宗
教
へ
の
傾
倒
を
大
統
領
と
し
て
の
必
須
条
件
と

捉
え
る
傾
向
が
あ
る
。
オ
バ
マ
大
統
領
も
、
一
時
期
シ
カ
ゴ
の
ジ
ェ
レ
マ
イ
ア
・
ラ
イ
ト
（Jerem

iah W
right

）
牧
師
に
耳
を
傾
け
て
い

た
が
、
ラ
イ
ト
牧
師
に
よ
る
反
ユ
ダ
ヤ
教
の
教
説
が
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
、
オ
バ
マ
大
統
領
は
ラ
イ
ト
牧
師
と
の
関
係
を
否
定

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
社
会
が
置
か
れ
て
い
る
現
実
は
、
理
念
通
り
の
国
家
で
あ
ろ
う
と
す
る
が
、
社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
難
問
を
抱
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
は
、
一
面
的
な
解
決
策
を
提
示
し
て
も
説
得
力
が
な
い
。
こ
こ
に
、
ニ
ー

バ
ー
の
よ
う
な
複
合
的
な
思
想
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
要
因
が
あ
る
。
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（
1
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講
演
内
容
を
文
章
化
し
た
た
め
に
、
本
論
は
論
文
と
し
て
の
体
裁
と
し
て
は
不
十
分
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
2
） B

rooks, D
avid.

（2007, A
pril 27

）. O
bam

a, gospel and verse. T
he N

ew
 York T

im
es.  

本
紙
冒
頭
の
次
の
記
事
に
オ
バ
マ
米
国
大
統
領
の

ニ
ー
バ
ー
へ
の
傾
倒
が
よ
く
現
れ
て
い
る
。

O
ut of the blue I asked, “H

ave you ever read R
einhold N

iebuhr? ” O
bam

a ’s tone changed. “I love him
. H

e ’s one of m
y 

favorite philosophers. ” So I asked, W
hat do you take aw

ay from
 him

?  “I take aw
ay, ” O

bam
a answ

ered in a rush of w
ords, “the 

com
pelling idea that there ’s serious evil in the w

orld, and hardship and pain. A
nd w

e should be hum
ble and m

odest in our belief 

w
e can elim

inate those things. B
ut w

e shouldn ’t use that as an excuse for cynicism
 and inaction. I take aw

ay ... the sense w
e 

have to m
ake these efforts know

ing they are hard, and not sw
inging from

 naïve idealism
 to bitter realism

. ”
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3
） M
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iebuhr and C
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―

41.
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einhold N

iebuhr 

and C
ontem
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